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(57)【要約】
　本開示は、レシーバデコーダデバイスにおいてオーデ
ィオビジュアルコンテンツアイテムの入手可能性の補償
方法に関連し、本方法は、第1ネットワークによりブロ
ードキャストされるコンテンツアイテムの入手可能性を
表す第1情報アイテムを、第1ネットワークから受信し、
第2ネットワークを介して、第2ネットワークにおおける
コンテンツアイテムの入手可能性を示す第2情報アイテ
ムを補償し、第2情報アイテムは受信した第1情報アイテ
ムに依存する。
【選択図】図3
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レシーバデコーダデバイスにおいて使用されるオーディオビジュアルコンテンツの少な
くとも1つのアイテムの入手可能性を補償するための方法であって、前記レシーバデコー
ダデバイスは：
　第1ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第1通信インターフェース；
　第2ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第2通信インターフェース；
　を有し、前記方法は：
　－　第1ネットワークを介してブロードキャストされる少なくとも1つのコンテンツアイ
テムの前記第2ネットワークを介する入手可能性を示す少なくとも1つの第1情報アイテム
を、前記第1ネットワークから受信するステップであって、前記第1情報アイテムは：
　・　前記第2ネットワークにおける前記コンテンツアイテムの場所；
　・　前記第1ネットワークを介する前記コンテンツアイテムのブロードキャストの期間
とは異なる、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能な期間；
　を少なくとも含む、受信するステップ；
　－　前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能性を示す少なく
とも1つの第2情報アイテムを、前記レシーバデコーダデバイスのユーザインターフェース
において補償するステップであって、前記第2情報アイテムは受信した前記第1情報アイテ
ムに依存する、補償するステップ；
　を有する方法。
【請求項２】
　前記第1ネットワークは一方向ブロードキャストネットワークである、請求項1に記載の
方法。
【請求項３】
　前記第2ネットワークは双方向通信ネットワークである、請求項1又は2に記載の方法。
【請求項４】
　前記受信するステップは、前記第1ネットワークによる前記コンテンツアイテムのブロ
ードキャストの前及び/又は後に実行される、請求項1ないし3のうち何れか1項に記載の方
法。
【請求項５】
　前記少なくとも1つの第2情報アイテムは、前記オーディオビジュアルコンテンツのアイ
テムを選択するための少なくとも1つのオブジェクトを含む、請求項1ないし3のうち何れ
か1項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第2ネットワークを介して前記オーディオビジュアルコンテンツのアイテムの全部
又は一部を補償することを含む、請求項1ないし5のうち何れか1項に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも1つの第1情報アイテムは、前記第2ネットワークから前記コンテンツア
イテムを補償することを制限する前提条件を含む、請求項5又は6に記載の方法。
【請求項８】
　前記第2情報アイテムを表す補償は前記前提条件を考慮してなされる、請求項7に記載の
方法。
【請求項９】
　前記場所は、前記第2ネットワークに接続されるリモートサーバにおける前記コンテン
ツアイテムに対するアクセスをもたらす少なくとも1つのリンクを含む、請求項1ないし8
のうち何れか1項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも1つの第1情報アイテムは、補償のための表示とともに前記第2ネットワ
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ークの前記コンテンツアイテムへの無償アクセス期間に関する少なくとも1つの情報アイ
テムを含む、請求項1ないし9のうち何れか1項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも1つの第1情報アイテムは、関連するコンテンツアイテムと、前記第2ネ
ットワークからアクセスすることが可能なコンテンツアイテムとの関連付けに関する情報
アイテムを含む、請求項1ないし10のうち何れか1項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも第1情報アイテムは、前記第2ネットワークによる前記コンテンツアイテ
ムへのアクセスについてのコストに関する情報アイテムを含む、請求項1ないし11のうち
何れか1項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能性を表す前記少なく
とも1つの第1情報アイテムは、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの
補償の品質レベル及び/又はフォーマットに関する情報アイテムを含む、請求項1ないし12
のうち何れか1項に記載の方法。
【請求項１４】
　オーディオビジュアルコンテンツのアイテムの入手可能性を補償するように構成される
レシーバデコーダデバイスであって：
　第1ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第1通信インターフェース；
　第2ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第2通信インターフェース；
　を有し、前記レシーバデコーダデバイスはプロセッサを有し、
　－　前記プロセッサは、前記第1ネットワークを介してブロードキャストされる少なく
とも1つのコンテンツアイテムの前記第2ネットワークを介する入手可能性を示す少なくと
も1つの第1情報アイテムを、前記第1ネットワークから受信するように構成され、第1情報
アイテムは：
　・　前記第2ネットワークにおける前記コンテンツアイテムの場所；
　・　前記第1ネットワークを介する前記コンテンツアイテムのブロードキャストの期間
とは異なる、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能な期間；
　を少なくとも含み、
　－　前記プロセッサは、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手
可能性を示す少なくとも1つの第2情報アイテムを、前記レシーバデコーダデバイスのユー
ザインターフェースにおいて補償するように構成され、前記第2情報アイテムは受信した
前記第1情報アイテムに依存する、
　ことを特徴とするレシーバデコーダデバイス。
【請求項１５】
　前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能性を表す前記少なく
とも1つの第1情報アイテムは、補償のための表示とともに前記第2ネットワークの前記コ
ンテンツアイテムへの無償アクセス期間に関する少なくとも1つの情報アイテムを含む、
請求項14に記載のレシーバデコーダデバイス。
【請求項１６】
　コンピュータプログラムであって、前記コンピュータプログラムがコンピュータ実行さ
れると、請求項1ないし13のうち何れか1項に記載の補償するための方法を実行させるプロ
グラムコード命令を有するコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　コンピュータプログラムが保存されているコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であっ
て、前記コンピュータプログラムは、前記コンピュータプログラムがコンピュータで実行
されると、請求項1ないし13のうち何れか1項に記載の補償するための方法を実行させるプ
ログラムコード命令を有する、記憶媒体。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、ブロードキャスト型ネットワークを介してブロードキャストされるオーディ
オビジュアルコンテンツのアイテムの補償の分野に関連し、より具体的には、そのネット
ワークによるブロードキャストの前又は後に、第2ネットワークを経て、コンテンツのア
イテムにアクセスすることに関連し、第2ネットワークによるコンテンツのアイテムの発
見は、ブロードキャストネットワークによる情報アイテムの送信により可能になる。
【背景技術】
【０００２】
　オーディオビジュアルコンテンツのアイテムの受信及び補償又は復元(restitution)の
ための多くのデバイスは、いくつものネットワークからオーディオビジュアルコンテンツ
のアイテムの受信を可能にするように構成される。そのような受信デバイスは、一般に、
「ハイブリッドデコーダ」又は「ハイブリッドレシーバ」等と言及される。そのように規
定されるハイブリッドレシーバは、例えば、ブロードキャストネットワークに接続するた
めのインターフェースと、ブロードバンドネットワークに接続するためのインターフェー
スとを有してよい。
【０００３】
　ブロードキャストネットワークは、例えば、ディジタル地上波テレビジョン(DTT)に使
用されるネットワークに類似するオーディオビジュアルコンテンツブロードキャストネッ
トワークである。
【０００４】
　ブロードバンドネットワークは、例えば、非対称ディジタル加入者回線(ADSL)型のコネ
クションを可能にするネットワークである。ADSLコネクションは、双方性である利点と、
リモートサーバで入手可能なオーディオビジュアルコンテンツのアイテムをダウンロード
できるようにする利点とを有する。
【０００５】
　ブロードキャストネットワークを介するオーディオビジュアルコンテンツのアイテムの
ブロードキャスト(又は送信)は、ブロードキャストされるコンテンツのアイテム、及び、
何れのコンテンツのアイテムが以後ブロードキャストされるかをユーザに通知する目的で
、コンテンツアイテムを表す情報アイテムの送信とともに、しばしば行われる。この情報
は、電子番組案内(EPG)を生成するために特に使用される。これらの情報アイテムを保存
するレシーバデコーダデバイスは、従って、既にブロードキャストされた、現在ブロード
キャストされている、及び、将来ブロードキャストされるオーディオビジュアルコンテン
ツのアイテムのリストを保存していてもよい。
【０００６】
　ブロードバンドネットワークに対するコネクションのためのインターフェースを有する
レシーバデコーダは、例えば、ストリーミング又はビデオオンデマンド(VOD)のようなオ
ーディオビジュアルコンテンツの補償アプリケーションのために現在使用されている。特
に、これらのアプリケーションのうちのあるものは、1つ以上のブロードキャスト型テレ
ビジョンネットワークを介して過去にブロードキャストされたオーディオビジュアルコン
テンツのアイテムの補償のために捧げられる。従って、例えば、過去にブロードキャスト
されたものと同じコンテンツアイテムを含むブロードバンドネットワークに接続されるサ
ーバは、「再生(replay)」サービスの実行に関与する。これらの「再生」サービスは、カ
タログの中で、過去にブロードキャストされたオーディオビジュアルコンテンツのアイテ
ムをユーザが発見することを可能にする。
【０００７】
　しかしながら、ユーザは、ブロードキャストネットワークの送信チャネルを介してブロ
ードキャストされるコンテンツのアイテムに合致するアクセス可能な「再生」サービスの
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存在及び場所、並びに、ブロードバンドネットワークからの補償に必要な補償へのアクセ
スについての何らかの条件を知らなければならない。
【発明の概要】
【０００８】
　本開示は、レシーバデコーダデバイスにおいて使用されるオーディオビジュアルコンテ
ンツの少なくとも1つのアイテムの入手可能性を補償するための方法を提案することによ
り、従来技術を改善できるようにし、レシーバデコーダデバイスは、第1ネットワークか
らオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受信するように構成さ
れる第1通信インターフェースと、第2ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツ
の少なくとも1つのアイテムを受信するように構成される第2通信インターフェースとを有
する。
【０００９】
　少なくとも1つの特定の実施形態によれば、上記方法は：
　－　第1ネットワークを介してブロードキャストされる少なくとも1つのコンテンツアイ
テムの第2ネットワークを介する入手可能性を示す少なくとも1つの第1情報アイテムを、
第1ネットワークから受信するステップであって、第1情報アイテムは：
　・　第2ネットワークにおけるコンテンツアイテムの場所；
　・　第1ネットワークを介するコンテンツアイテムのブロードキャストの期間とは異な
る、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能な期間；
　を少なくとも含む、受信するステップ；及び
　－　第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能性を示す少なくとも1つの
第2情報アイテムを、レシーバデコーダデバイスのユーザインターフェースにおいて補償
するステップであって、第2情報アイテムは受信した第1情報アイテムに依存する、補償す
るステップ；
　を有する方法である。
【００１０】
　特定の特徴によれば、第1ネットワークは一方向ブロードキャストネットワークである
。
【００１１】
　特定の特徴によれば、第2ネットワークは双方向通信ネットワークである。
【００１２】
　特定の特徴によれば、受信するステップは、第1ネットワークによるコンテンツアイテ
ムのブロードキャストの前及び/又は後に実行される。
【００１３】
　特定の特徴によれば、少なくとも1つの第2情報アイテムは、オーディオビジュアルコン
テンツのアイテムを選択するための少なくとも1つのオブジェクトを含む。そのような選
択オブジェクトは、例えば、第2ネットワークからのコンテンツアイテムの補償を提案す
ることを可能にする。
【００１４】
　特定の特徴によれば、補償方法は、第2ネットワークを介してオーディオビジュアルコ
ンテンツのアイテムの全部又は一部を補償することを含む。
【００１５】
　特定の特徴によれば、選択オブジェクトをアクティブにした後に、オーディオビジュア
ルコンテンツアイテムの全部又は一部の補償が実行される。
【００１６】
　特定の特徴によれば、少なくとも1つの第1情報アイテムは、第2ネットワークからコン
テンツアイテムを補償することを制限する前提条件を含む。
【００１７】
　特定の特徴によれば、第2情報アイテムを表す補償は前提条件を考慮に入れる。
【００１８】
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　特定の特徴によれば、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能性を示
す少なくとも1つの第1情報アイテムは、第2ネットワークに接続されるリモートサーバへ
のリンクを含む。
【００１９】
　特定の特徴によれば、上記の場所は、第2ネットワークに接続されるリモートサーバに
おけるコンテンツアイテムに対するアクセスをもたらす少なくとも1つのリンクを含む。
【００２０】
　特定の特徴によれば、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能性を示
す少なくとも1つの第1情報アイテムは、第2ネットワークに接続されるリモートサーバに
対するリンクを介するコンテンツアイテムの入手可能な開始日、及び/又は、入手可能な
最終日を含む。
【００２１】
　特定の実施形態によれば、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能性
を示す少なくとも1つの第1情報アイテムは、第2ネットワークに接続されるリモートサー
バへのリンクを介するコンテンツアイテムの入手可能な最終日を含む。
【００２２】
　特定の特徴によれば、少なくとも1つの第1情報アイテムは、補償のための表示とともに
第2ネットワークのコンテンツアイテムへの無償アクセス期間に関する少なくとも1つの情
報アイテムを含む。
【００２３】
　特定の特徴によれば、少なくとも1つの第1情報アイテムは、関連するコンテンツアイテ
ムと、第2ネットワークからアクセスすることが可能なコンテンツアイテムとの関連付け
に関する情報アイテムを含む。
【００２４】
　特定の実施形態によれば、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能性
を示す少なくとも1つの第1情報アイテムは、第2ネットワークによるコンテンツアイテム
へのアクセスについてのコストに関する情報アイテムを含む。
【００２５】
　特定の実施形態によれば、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能性
を表す少なくとも1つの第1情報アイテムは、第2ネットワークを介するコンテンツアイテ
ムの補償の品質レベル及び/又はフォーマットに関する情報アイテムを含む。
【００２６】
　明示的に記述されてはいないが、提示される実施形態は任意のコンビネーション又はサ
ブコンビネーションを利用して実現されることが可能である。例えば、少なくとも1つの
第1情報アイテムが、補償のための表示とともに第2ネットワークを介するコンテンツアイ
テムに対する無償アクセス期間に関する少なくとも1つの情報アイテムを含む実施形態は
、少なくとも1つの情報アイテムが、関連するコンテンツアイテムと第2ネットワークから
アクセス可能なコンテンツアイテムとの関連付けに関する情報アイテムを含む実施形態と
組み合わせられることが可能である。
【００２７】
　本記述を参照することで当業者により容易に把握される他の実施形態も、本開示の範囲
内に包含される。
【００２８】
　本開示は、オーディオビジュアルコンテンツのアイテムを提示及び選択するための方法
に特に関連し、第1ネットワークを介する送信の前又は後に、レシーバデコーダデバイス
により補償するための表示とともにオーディオビジュアルコンテンツのアイテムの入手可
能性を補償し、
　本方法はレシーバデコーダデバイスにおいて実現され、
　レシーバデコーダデバイスは、第1ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツ
の少なくとも1つのアイテムを受信するように構成される第1通信インターフェースと、
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　第2ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第2通信インターフェースとを有し、
　第1ネットワークは一方向ブロードキャストネットワークであり、第2ネットワークは双
方向ブロードバンド通信ネットワークである。
【００２９】
　特定の実施形態によれば、本方法は：
　－　第2(双方向)ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能性を示す少なく
とも1つの第1情報アイテムを、第1ネットワークから受信すること；
　－　レシーバデコーダによる補償に対する表示とともに第2ネットワークを介するコン
テンツアイテムの入手可能性を表す少なくとも1つの第2情報アイテムを、レシーバデコー
ダデバイスに実装されるユーザインターフェースにおいて提示すること(第2情報アイテム
は、第1情報アイテムに依存する)；
　－　第2(双方向)ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能性を表す少なく
とも1つの第2情報アイテムを介して、オーディオビジュアルコンテンツのアイテムを選択
すること；
　ユーザによる選択に応じて、第1ネットワークを介するブロードキャストの前又は後に
、第2ネットワークを介するオーディオビジュアルコンテンツのアイテムの全部又は一部
を補償すること；
　を含む方法である。
【００３０】
　別の形態によれば、本開示は、オーディオビジュアルコンテンツのアイテムの入手可能
性を補償するように構成されるレシーバデコーダデバイスに関連し、レシーバデコーダデ
バイスは：
　－　第1ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテム
を受信するように構成される第1通信インターフェース；及び
　－　第2ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテム
を受信するように構成される第2通信インターフェース；を有する。
【００３１】
　少なくとも1つの特定の実施形態によれば、レシーバデコーダデバイスはプロセッサを
有し、
　プロセッサは、第1ネットワークを介してブロードキャストされる少なくとも1つのコン
テンツアイテムの第2ネットワークを介する入手可能性を示す少なくとも1つの第1情報ア
イテムを、第1ネットワークから受信するように構成され、第1情報アイテムは：
　・　第2ネットワークにおけるコンテンツアイテムの場所；
　・　第1ネットワークを介する前記コンテンツアイテムのブロードキャストの期間とは
異なる、第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能な期間；を少なく
とも含み、
　プロセッサは、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能性を示す少な
くとも1つの第2情報アイテムを、レシーバデコーダデバイスのユーザインターフェースに
おいて補償するように構成され、第2情報アイテムは受信した第1情報アイテムに依存する
。
【００３２】
　明示的に記述されてはいないが、レシーバデコーダデバイスは、任意の何れかの実施形
態において補償方法を実現するように構成されることが可能である。
【００３３】
　特に、本開示は、第1及び第2ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツのアイ
テムを補償するように構成されることに関連し、第1ネットワークは一方向ブロードキャ
ストネットワークであり、第2ネットワークは双方向ブロードバンド通信ネットワークで
あり、
　レシーバデコーダデバイスは：
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　－　第2ネットワークからのコンテンツアイテムの入手可能性を示す第1情報アイテムを
、第1ネットワークから受信するモジュールと、
　－　レシーバデコーダによる補償に対する表示とともにコンテンツアイテムの入手可能
性を表す少なくとも1つの第2情報アイテムを提示するように構成されるユーザインターフ
ェースモジュール(第2情報アイテムは、受信される第1情報アイテムに依存する)と、
　－　第2ネットワークから、第1ネットワークを介するブロードキャストの前又は後に、
オーディオビジュアルコンテンツのアイテムの全部又は一部を補償するモジュールであっ
て、コンテンツアイテムは、ユーザインターフェースに提示される入手可能性を表す第2
情報アイテムによる補償に対する表示とともに選択される。
【００３４】
　特定の実施形態によれば、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能性
を示す少なくとも1つの第1情報アイテムは、第1ネットワークからデバイスにより受信さ
れ、第2ネットワークに接続されるリモートサーバへのリンクを含む。
【００３５】
　特定の実施形態によれば、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能性
を示す少なくとも1つの第1情報アイテムは、第1ネットワークからデバイスにより受信さ
れ、第2ネットワークに接続されるリモートサーバへのリンクを介するコンテンツアイテ
ムの入手可能性の開始日を含む。
【００３６】
　デバイスの一実施形態によれば、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手
可能性を示す少なくとも1つの第1情報アイテムは、第1ネットワークからデバイスにより
受信され、第2ネットワークに接続されるリモートサーバへのリンクを介するコンテンツ
アイテムの入手可能性の終了日を含む。
【００３７】
　デバイスの一実施形態によれば、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手
可能性を示す少なくとも1つの第1情報アイテムは、補償に対する表示とともに第2ネット
ワークを介するコンテンツアイテムに対する無償アクセス期間に関する情報アイテムを含
む。
【００３８】
　更に別の形態によれば、本開示はコンピュータプログラムプロダクトに関連し、コンピ
ュータプログラムプロダクトは、コンピュータプログラムがコンピュータにより実行され
ると、上記の何れかの形態による補償方法を実行させるプログラムコード命令を有する。
【００３９】
　更に別の形態によれば、本開示はコンピュータプログラムが保存されているコンピュー
タ読み取り可能な記憶媒体に関連し、コンピュータプログラムは、コンピュータプログラ
ムがコンピュータで実行されると上記の何れかの実施形態による上記の補償方法を実行さ
せるプログラムコード命令を含むコンピュータプログラムコードが保存されている。
【００４０】
　そのようなコンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、少なくとも1つのコンピュータ読
み取り可能な記憶媒体にロードされるコンピュータプログラムプロダクトの形態をとるこ
とが可能であり、記憶媒体はコンピュータ読み取り可能な及びコンピュータ実行可能なプ
ログラムコード命令を有する。
【００４１】
　従って、本特許出願では、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、情報を保存する内
在的な容量、及び、保存する情報アイテムの補償を可能にする内在的な容量を有する非一
時的な記憶媒体であるように解釈される。
【００４２】
　コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、例えば、システム、デバイス又は装置の一項
目であるとすることが可能であり、電子、磁気、光、電磁波又は赤外線、半導体その他の
手段によるもの、あるいは、上記の技術の組み合わせ等であってよいが、これらに限定さ
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れない。本開示による原則が適用可能であるコンピュータ読み取り可能な記憶媒体の更な
る具体例を提供する以下の要素は、当業者に容易に理解されるように、本質的に例示的な
意図をもって言及されており、網羅的なリストを構成するものではない点に留意すべきで
ある：携帯用コンピュータディスケット、ハードウェアディスク、ROM　(リードオンリメ
モリ)タイプのメモリ、EPROM(消去可能なリードオンリメモリ)タイプの消去可能なメモリ
又はフラッシュメモリ、ROMメモリを有する携帯可能なコンパクトディスク(CD　ROM)、光
ストレージ装置の一項目、磁気ストレージ装置の一項目、又は、それらの要素の適切な任
意の組み合わせ等であってもよい。
【００４３】
　当業者に容易に理解可能であるように、変形例によれば、本発明の一形態は、装置の一
項目によって、方法又はコンピュータ読み取り可能な記憶媒体によって実現されることが
可能である。従って、本発明の一形態は、(例えば、電子コンポーネント、又は、コンポ
ーネントとともに組み込まれる電子カード等のように)完全にハードウェアのコンポーネ
ントの形式で、あるいは、(例えば、ファームウェアコンポーネント、「常駐」ソフトウ
ェアプログラム、マイクロコード等を含む)完全にソフトウェアコンポーネントの形式で
実現されることが可能である。他の実施形態は、ハードウェアコンポーネント及びソフト
ウェアコンポーネントの双方を実現することが可能である。更に、これらのハードウェア
又はソフトウェアのコンポーネントは、物理的に同じ装置アイテム、あるいは、物理的に
異なる装置アイテムで実現されることが可能である。
【００４４】
　本願の文書において、「モジュール」という用語は、一般に、ハードウェアコンポーネ
ント又はソフトウェアコンポーネントの何れかに対応することが可能なコンポーネントを
示す。更に、本発明の一形態は、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体の形式で実現され
ることが可能である。1つ以上のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体の任意の組み合わ
せが使用可能である。
【００４５】
　「コンテンツアイテムの入手可能性(availability)に関連する情報」という言い回しは
、第2ネットワークを介してオーディオビジュアルコンテンツのアイテムにアクセスする
ための1つ以上の条件を特徴付ける情報項目(例えば、入手可能期間の制限(開始又は終了)
、無償の入手可能時間、有料の入手可能時間、改善された補償をイネーブルにする1つ以
上のフォーマットにアクセスできるようにするリンク等)；受信デバイスにおける補償に
必要な権利に関する情報項目(アクセス制御)；ペアレンタルコントロールに関する情報項
目；受信デバイスにコンテンツアイテムをローカルに記録する許可に関する情報項目；及
び、より一般的な任意の情報項目(コンテンツアイテムをリモートサーバに配置すること
を可能にするリンクに関連付けられ、ブロードバンドネットワークからのコンテンツアイ
テムの補償の際にレシーバデコーダデバイスの明示的な機能を増やすことを可能にするも
の)を意味するように理解される。
【００４６】
　従って、ブロードバンドネットワークを介する補償は、レシーバデコーダデバイスにお
いて、ブロードバンドネットワークを介するロケーションをイネーブルにするリンクに関
連する「コンテンツアイテムの入手可能性に関連する情報」に依存する。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
　本開示は適切に理解され、他の具体的な特徴及び利点は、添付図面を参照しながらなさ
れる以下の説明を読むことにより把握されるであろう。
【図１】図1は、ブロードキャストネットワーク及び双方向ブロードバンドネットワーク
に接続されるハイブリッドレシーバデコーダデバイスを示し、そのデバイスは、特定の及
び非限定的な実施形態に従ってオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイ
テムの入手可能性の補償のための方法を実現する。
【図２】図2は、図1に登場するハイブリッドコンテンツレシーバデコーダデバイスのアー
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キテクチャの詳細を示す。
【図３】図3は、図1及び図2におけるハイブリッドレシーバデコーダデバイスにより実行
されるステップの図を示し、そのデバイスは特定の及び非限定的な実施形態による本開示
の補償方法を実現する。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　図1ないし図2において、図示されるモジュールは、物理的に区別可能なユニットに対応
してもしなくてもよい機能ユニットである。例えば、これらのモジュール又はそのうちの
幾つかは、単独のコンポーネントに一緒にグループ化されてもよいし、或いは、同じソフ
トウェアの機能により構成されてもよい。あるいは、他の実施形態では、幾つかのモジュ
ールは、物理的に個別的なエンティティにより構成されてもよい。
【００４９】
　図1はハイブリッドレシーバデコーダデバイスHYSTB1を示し、HYSTB1は、双方向ブロー
ドバンドネットワークBDBAND5に対するコネクションのためのインターフェースと、1対多
の一方向オーディオビジュアルコンテンツブロードキャストネットワークBDCAST9に対す
るコネクションのためのインターフェースとを有する。「ブロードキャストネットワーク
」という用語は、通常、当業者により「ブロードキャストネットワーク」と呼ばれる一方
向送信ネットワークを意味するように理解される。それは、オーディオビジュアルコンテ
ンツのアイテムを、データの形式で、送信機から複数の受信機へ伝送するのと同様に、例
えば、ハイブリッドレシーバデコーダデバイスHYSTB1へ伝送するネットワークである。
【００５０】
　ハイブリッドレシーバデコーダデバイスHYSTB1は、モデム-ルータデバイスRGW4とイー
サーネットローカルネットワークリンクEHT6とによる中継(intermediary)を介して、双方
向ブロードバンドネットワークBDBAND5に接続される。デバイスは、受信アンテナANT8に
よる中継を介してブロードバンドネットワークBDCAST9にも接続される。提示される実施
形態によれば、ブロードキャストネットワークBDCAST9は、ディジタル地上波テレビジョ
ン(DTT)のために通常使用される技術に従って、オーディオビジュアルコンテンツのアイ
テムの送信に対応することが可能である。リンクANTL11は、DTT受信アンテナANT8をハイ
ブリッドレシーバデコーダデバイスHYSTB1に接続することを可能にする。ハイブリッドレ
シーバデコーダHYSTB1は、リンクL1(7)の中継によりオーディオビジュアルコンテンツ補
償デバイスTV3に接続される。デバイスTV3はテレビジョンセットであり、リンクL1(7)はH
DMI（登録商標）(高解像度マルチメディアインターフェース)ディジタルインターフェー
スであり、これらは本開示の特定の及び非限定的な実施形態に従うものである。ハイブリ
ッドレシーバデコーダデバイスHYSTB1は、不図示の正面に配置されたコントロールキーの
仲介を経て及び/又はリモートコントロールデバイスRC2の仲介を経て制御されることが可
能である。
【００５１】
　1対多の一方向ブロードキャストネットワークは、送信機EM10と受信アンテナTNTANT8と
の間のリンクBDCAST9により図中に示されている。
【００５２】
　オーディオビジュアルコンテンツ補償デバイスは、ハイブリッドレシーバデコーダデバ
イスHYSTB1の制御処理ユニットにより実現されるスクリーン及びユーザインターフェース
メニューの表示を、ビデオの重ね合わせ又はピクチャーインピクチャーの表示により可能
にする。
【００５３】
　提示される実施形態によれば、送信機EM10は、ブロードキャストネットワークBDCAST9
を介してオーディオビジュアルコンテンツのアイテム(オーディオビジュアルプログラム
と一般に言及される)と、当業者に知られているような記述子タイプのEITデータテーブル
に提示されるもののようなコンテンツ記述子タイプの情報のアイテムとを、ブロードキャ
スト(送信)する。送信されるデータストリームで送信されるEIT(イベント情報テーブル)
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は、ネットワークBDCAST9に接続される受信機において、ブロードキャストされるコンテ
ンツのアイテム、又は、(所定の時間インターバルの中で)何れが間もなくブロードキャス
トされるかを示すために供給される。従って、これらEITデータ(テーブル)の内容は、電
子番組ガイドアプリケーション及び関連するユーザインターフェースを形成するために、
それらを受信する受信機により使用されることが可能である。従って、ブロードキャスト
されるオーディオビジュアルコンテンツのアイテムのタイトル、それら個々のタイプ(又
はそれらが所属するカテゴリ)、それぞれのブロードキャスト開始時間、それぞれのブロ
ードキャスト終了時間、及び、コンテンツアイテム各々に対する具体的な詳細事項(例え
ば、製作年度、それらに登場する特定の個人名(例えば、役者)、監督名、ハイブリッドレ
シーバデコーダデバイスHYSTB1のユーザにコンテンツアイテムの更なる記述をもたらすよ
うに意図される他の情報項目などであってもよいが、これらに限定されない)　等のよう
な情報アイテムを取得することが可能である。
【００５４】
　巧妙なことに、オーディオビジュアルコンテンツ記述子タイプのテーブルは拡張された
データを含み、拡張されたデータは、例えば、ブロードキャストネットワークBDCAST9を
介してブロードキャストされたものと同じオーディオビジュアルコンテンツのアイテム、
あるいは、例えばネットワークBDBAND5のような双方向ブロードバンドネットワークの中
継を介して将来そのネットワークでブロードキャストされる予定のものにアクセスするこ
とを可能にするリンクである。これらの拡張データは、受信機の利用可能性についての条
件を示す関連情報を更に含み、関連情報は、例えば、利用可能になる開始時間、利用可能
であることの終了時間、視聴の前提となる権限のタイプ、暗号化形式、アクセスコスト、
及び、符号化フォーマット等を示す。これらの具体例は限定的なものではない。
【００５５】
　拡張されるオーディオビジュアルコンテンツ記述子タイプのテーブルは、以下の説明の
簡便化のために本願では「拡張EIT(extendedEITs)」と言及される。
【００５６】
　提示される実施形態によれば、拡張EITテーブルは、数秒間という平均的な時間インタ
ーバルでブロードキャストネットワークBDCAST9において規則的に送信され、かつ、ブロ
ードバンドネットワークによりアクセス可能なコンテンツアイテムに関連する情報アイテ
ムを含み、例えば次のような情報アイテムを含む：
　－　例えばHTTP又はRSTPタイプの転送プロトコルに対応可能なURL(Unifiled　Resource
　Locator)タイプのリンク；
　－　所定のリンクの中継によるオーディオビジュアルコンテンツのアイテムの利用可能
性についての開始日；
　－　所定のリンクの中継によるオーディオビジュアルコンテンツのアイテムの利用可能
性についての終了日；
　－　所定のリンクからの番組の補償のコストに関する情報アイテム；
　－　オーディオビジュアルコンテンツのアイテムをエンコードする1つ以上のバージョ
ンに対応する1つ以上のビットレート；
　－　オーディオビジュアルコンテンツのアイテムに対する符号化タイプ又は使用若しく
はコード化規格記述子；
　－　オーディオビジュアルコンテンツのアイテムに関連する又はそこに含まれる言語及
び/又はサブタイトル情報についての1つ以上のアイテム；
　－　対象とされるコンテンツのアイテムを補償するレシーバデバイスにおいて、「トリ
ックモード」タイプという高度な機能の実行又は記録が可能であるか否かを決めることを
意図する情報アイテム；
　－　1つ以上の関連するコンテンツアイテムが、オーディオビジュアルコンテンツのア
イテムの補償に関連付けられることが可能であるか否かを決めることを意図する情報アイ
テム(これらの関連するコンテンツアイテムは、例えば、広告アイテム又は情報コンテン
ツであってもよい)；
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　－　1つ以上の二次的なリンク(又はセカンダリアドレス)であって、メインリンクによ
るコンテンツアイテムへのアクセスに失敗した場合、又は、対象のコンテンツのアイテム
を有するサーバが利用可能でない場合に、コンテンツアイテムにアクセスすることを可能
卯にするもの；
　－　ペアレンタルコントロール(parental　control)タイプのフィルタリング又は受信
機により受信されるデータの制限に関する情報アイテム；
　－　ブロードバンドネットワークBDBAND5のサーバから視聴する前提の権限を記述する
情報アイテム；
　－　使用されるレシーバのタイプに応じて補償でサポートされる最大品質を記述する情
報アイテム；
　－　ブロードバンドネットワークBDBAND5の中継により既にアクセスしたコンテンツア
イテムを有するユーザのユーザプロファイルに関する情報アイテム。
【００５７】
　提示される実施形態によれば、オーディオビジュアルコンテンツレシーバデコーダデバ
イスHYSTB1は、ブロードキャストネットワークHYSTB1を介してブロードキャストされる拡
張EITテーブルで提示される情報アイテムの全てを受信するように構成され、かつ、ブロ
ードキャストネットワークBDBAND9を介してブロードキャストされた又は間もなくブロー
ドキャストされる、及び、ブロードバンドネットワークBDBAND5の中継により同様に利用
可能なオーディオビジュアルコンテンツのアイテムを、ユーザに通知することを意図する
ユーザインターフェース要素を構築するように構成される。レシーバデコーダデバイスHY
STB1により実現されるユーザインターフェースは、例えば、アイコン、ピクトグラム、サ
ムネイル又はタイトルを表示し、アイコン等は、オーディオビジュアルコンテンツ補償デ
バイスTV3によるその補償を閲覧するのに利用可能なコンテンツアイテムをユーザが利用
できるようにする。
【００５８】
　こうして実現さえるユーザインターフェースは、自動的に所定の基準に従って、あるい
は、ユーザにより実行される設定により、入手可能なコンテンツのアイテムを提示するよ
うに構成される。これらの基準は、一例として、利用可能性の周期に対応する時間インタ
ーバル、コンテンツアイテムの補償についてまわる最大費用、コンテンツのタイプ(例え
ば、映画、ビデオクリップ、音楽番組、情報、天気、スポーツ、ニュース)等である。
【００５９】
　従って、レシーバデコーダHYSTB1のユーザインターフェースは、拡張EITテーブルで受
信される情報アイテムに依存して、コンテンツアイテムの表現を実現し、情報アイテムは
、ブロードバンドネットワークBDBAND5を介するコンテンツアイテムの入手可能性を表す
ように規定される。
【００６０】
　図2は、本開示の特定の非限定的な実施形態によるハイブリッドオーディオビジュアル
コンテンツ・レシーバデコーダデバイスHYSTB1の構造的な詳細を示す。
【００６１】
　レシーバデコーダデバイスHYSTB1は、ブロードバンドネットワークBDCAST9を介する同
じコンテンツアイテムの個々の送信の前又は後に、双方向ブロードバンドネットワークBD
BAND5から受信されるオーディオビジュアルコンテンツのアイテムの補償に適合している
。
【００６２】
　値とワークBDCAST9は一方向ブロードキャストネットワークであり、ネットワークBDBAN
D5は双方向ブロードバンド通信ネットワークである。レシーバデコーダHYSTB1は通信イン
ターフェース6を有し、通信インターフェース6は、例えば、復調器104に結合されるイー
サーネット(登録商標)タイプのインターフェース(例えば、高速イーサーネットインター
フェース)であり、双方向ブロードバンドネットワークBDBAND5からのオーディオビジュア
ルコンテンツのアイテムにアクセスすることを可能にする。レシーバデコーダHYSTB1は、
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復調器103に結合されるチューナTNT101を有し、チューナTNT101は、ネットワークBDCAST9
から及び受信アンテナANT8からのアンテナリンクANTL11の中継により、オーディオビジュ
アルコンテンツのアイテム及びEIT及び/又は拡張EITテーブルのアイテムを受信するため
のモジュールとして協働して動作し、EIT及び/又は拡張EITテーブルは、双方向ブロード
バンドネットワークBDBAND5の中継によるオーディオビジュアルコンテンツアイテムの入
手可能性をそれぞれ表す1つ以上の情報アイテムを含む。レシーバデコーダデバイスHYSTB
1は、制御及び処理ユニット105を有する。制御及び処理ユニット105は、プロセッサを特
に有する1つ以上のマイクロコントローラ、組み込まれる実行可能なプログラムの命令を
保存するために有用な不揮発性メモリ、ソフトウェアルーチンの実行及び揮発性データの
保存に有用な揮発性ランダムアクセスメモリ、到来するデータストリームをデマルチプレ
クス(又は分離)するモジュール、フィルタリング及びデマルチプレクスモジュール、オー
ディオデコードモジュール、ビデオデコードモジュール、グラフィックス及びテキストオ
ブジェクトを生成するモジュール、及び、制御及び処理ユニットの適切な動作のために従
来使用される有用な全てのコンポーネント等を有してよいが、これらのコンポーネントの
全てが本願で更に詳述されることは、本開示の理解に必須ではない。制御及び処理ユニッ
ト105は、あるユーザインターフェースモジュールとして動作するように構成され、その
ユーザインターフェースモジュールは、ブロードキャストネットワークBDCAST9を介して
現在ブロードキャストされている又は間もなくブロードキャストされるコンテンツアイテ
ム、及び、ネットワークBDBAND5に接続されるリモートサーバを介して入手可能なコンテ
ンツアイテムの入手可能性を表す少なくとも1つの情報アイテムを、ハイブリッドレシー
バデコーダHYSTB1のユーザに提示することを可能にする。コンテンツアイテムは、補償デ
バイスTV3に結合されるハイブリッドレシーバデコーダHYSTB1により補償のための表示と
ともにダウンロード又はストリーミングする周知の技術に従ってダウンロードされること
が可能である。リモート制御デバイスRC2又はハイブリッドレシーバデコーダHYSTB1の正
面におけるキーは、ソフトウェアルーチンを実行する制御及び処理ユニット105に結合さ
れ、ユーザインターフェースによるナビゲートを行い、かつ、ユーザに提示されるコンテ
ンツアイテムの入手可能性を表す情報アイテムにより、オーディオビジュアルコンテンツ
アイテムをレシーバデコーダHYSTB1のユーザが選択するモジュールとして動作するように
使用されることが可能である。これらの情報アイテムを表現するものは、例えば、拡張EI
Tのコンテンツとの関連性における、ピクトグラム、アイコン、タイトル、テキスト又はU
RLタイプのリンクであり、それらのうちの何れかが選択される場合に、ネットワークBDBA
ND5の中継によりコンテンツアイテムにアクセスすることを可能にし、そのコンテンツア
イテムは、ブロードキャストされているプロセスで更になされるもの、既にブロードキャ
ストされたもの、あるいは、ブロードキャストネットワークBDCAST9を介して将来ブロー
ドキャストされるものである。
【００６３】
　拡張EITは、従って、各自のコンテンツに起因して、ネットワークBDCAST9及びネットワ
ークBDBAND5の双方で利用可能な同一コンテンツアイテム間にリンクを設定することを可
能にする。ネットワークBDCAST9を介する利用可能性は、ブロードキャスト時間に制限が
あることに起因して、ネットワークBDBAND5を介するものよりも短い持続時間で規定され
る。
【００６４】
　出力インタフェースモジュールに結合される制御及び処理ユニット105は、ブロードキ
ャストネットワークBDCAST9からの受信あるいはブロードバンドネットワークBDBAND5から
のダウンロードによらず、オーディオビジュアルコンテンツのアイテムの全部又は一部の
補償のためのモジュールとしても動作する。
【００６５】
　レシーバデコーダHYSTB1はストレージユニット108を有し、ストレージユニット108は、
不揮発性フラッシュメモリ要素及びハードディスクタイプのストレージユニットを有し、
(早送り、一時停止、中断、早戻し等のような)当業者に周知の記録又はトリックモード機
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能の実現に有用である。
【００６６】
　図3は、特定の非限定的な実施形態による本開示による補償方法のステップを示す図で
ある。
【００６７】
　ステップS0は初期化のステップであり、初期化が終了した時点において、ハイブリッド
オーディオビジュアルコンテンツレシーバデコーダは、公称モードで構成されており、オ
ーディオビジュアルコンテンツアイテムを搬送するデータストリームをブロードキャスト
ネットワークBDCAST9から受信する。レシーバデコーダは、チューナ101及び復調器103を
介して受信される到来するストリームのデマルチプレクスを実行し、かつ、レシーバデコ
ーダは、一方向ブロードキャストネットワークBDCAST9を介してブロードキャストされる
コンテンツ記述子タイプのEIT及び/又は拡張EIT情報を抽出、保存及び分析するように構
成されている。
【００６８】
　ステップS1において、ハイブリッドレシーバデコーダHYSTB1は、ネットワークBDCAST9
を介して送信機EM10から、EITタイプのテーブルにおいて、ブロードキャストネットワー
クBDCAST9を介するオーディオビジュアルコンテンツアイテムの入手可能性に関する情報
アイテムを受信する。テーブルはイベント記述子を含み、イベント記述子は、タイトルが
「イブニングニュース」である日々のニュース番組のオーディオビジュアルコンテンツア
イテムCが、午後8時からブロードキャストネットワークBDCAST9のチャネルで及び「キャ
ナル2(Canal2)」という題名のチャネルで放送される予定であることを示す。
【００６９】
　ステップS2において、ハイブリッドレシーバデコーダHYSTB1は、ネットワークBDCAST9
を介して送信機EM10から、拡張EITタイプのテーブルにおいて、ブロードバンドネットワ
ークBDBAND5を介するオーディオビジュアルコンテンツアイテムCの入手可能性に関する情
報アイテムを受信する。テーブルは情報アイテムを含む記述子を含み、情報アイテムは、
午後8時30分から、「www.bdband.net/CDN1/content/evening_news.html」というアドレス
におけるオーディオビジュアルコンテンツアイテムC(タイトルが「イブニングニュース」
である日々のニュース番組)の利用可能性に関する。これらの情報アイテムを含む拡張EIT
記述子テーブルは0.50ユーロというコストを示す情報アイテムを含み、そのコストは、そ
のアドレスから閲覧すること、ユーザが支払うものであること、ハイブリッドレシーバデ
コーダHYSTB1の所有及び利用に伴う加入者口座に請求されることに関連する。双方向ネッ
トワークBDBAND5の中継により、オーディオビジュアルコンテンツアイテムCの入手可能性
に関する全ての情報アイテムは、制御及び処理ユニット105のメモリに保存される。
【００７０】
　ステップS3において、制御及び処理ユニット105は選択オブジェクトを追加するように
動作し、選択オブジェクトは、例えば、ハイブリッドレシーバデコーダHYSTB1及び補償デ
バイスTV3により進行中である補償に関して重ねられるグラフィックスクリーンにおける
情報コンテンツアイテムを表すピクトグラムである。ピクトグラムは、情報コンテンツの
アイテム、午後8時30分という入手可能な日時、及び、コストの通知を示す。レシーバデ
コーダHYSTB1のユーザは、制御及び処理ユニット105の制御の下で、ユーザインターフェ
ースとして動作するグラフィックスクリーンをナビゲートする手段を利用することにより
、そのピクトグラムを選択する。ナビゲーション手段は、例えば、ハイブリッドレシーバ
デコーダHYSTB1のリモート制御デバイスRC2を利用することにより、ピクトグラムの選択
をイネーブルにする。
【００７１】
　更にステップS3において、オーディオビジュアルコンテンツアイテムCに対応するピク
トグラム、ユーザが選択した場合又はアクティベートさせた場合(そのアイテムCは、午後
8時及び午後8時30分の間にブロードキャストネットワークBDCAST9を介してブロードキャ
ストされ、支払を条件として、ブロードバンドネットワークBDBAND5を介して午後8時30分



(15) JP 2017-508328 A 2017.3.23

10

20

30

40

50

から入手可能である)、制御ユニットは、例えば、指定された入手可能性の開始時間から
「www.bdband.net/CDN1/content/evening_news.html」というアドレスからストリーミン
グすることにより、補償を実行することが可能である。制御及び処理ユニットは、必要に
応じて、ストリーミングセッションの実装に有用でありかつ拡張EITテーブルに存在する
全ての情報アイテムを分析する。
【００７２】
　ステップS4は、コンテンツアイテムが、「www.bdband.net/CDN1/content/evening_news
.html」というアドレスで入手可能になる時間以後又は始まりに、すなわちブロードキャ
ストされる日の午後8時30分から、ストリーミングセッションを実行することに対応する
。
【００７３】
　有利なことに、拡張EITテーブルで受信されるブロードバンドネットワークBDBAND5から
のコンテンツアイテムの入手可能性を表す情報アイテムが、例えば権利獲得の前に、レシ
ーバデコーダデバイスHYSTB1によりブロードバンドネットワークBDBAND5からのコンテン
ツアイテムの補償の前提条件を示す場合、ユーザインターフェースは、ブロードバンドネ
ットワークBDBAND5からオーディオビジュアルコンテンツアイテムを選択するためのリン
クを表示することを見合わせることが可能であり、あるいは、ブロードバンドネットワー
クBDBAND5からのコンテンツアイテムの補償に本来的に課される制限又は制約を示す選択
リンク(ピクトグラム、アイコン、タイトル等)を表示することが可能である。ユーザイン
ターフェースの選択リンクのこの表現は、拡張EITで受信される第1情報表現アイテムに応
じて決定される入手可能性を示す第2情報アイテムを構成する。
【００７４】
　言い換えれば、説明される特定の実施形態では、レシーバデコーダHYSTB1　により実現
されるオーディオビジュアルコンテンツアイテムCの入手可能性の補償方法は、以下の事
項を有する：
　－　ネットワークBDCAST9を中継して、コンテンツアイテムCのブロードキャストの開始
を表す少なくとも1つの情報アイテムを、一方向ネットワークBDCAST9から受信すること(
この情報アイテムは、例えば、EITテーブルのようなコンテンツ記述子の1つ以上の情報フ
ィールドにおいて構成される)。
【００７５】
　－　双方向ブロードバンドネットワークBDBAND5を中継して、同じコンテンツアイテムC
の入手可能性を示す少なくとも1つの第1情報アイテムを、一方向ネットワークBDCAST9か
ら受信すること(この情報アイテムは、例えば、EITテーブル及び/又は拡張EITテーブルの
ようなコンテンツ記述子の1つ以上の情報フィールドにおいて構成される)。
【００７６】
　－　双方向ブロードバンドネットワークBDBAND5を介して、コンテンツアイテムの入手
可能性を表す少なくとも1つの第2情報アイテムを、レシーバデコーダデバイスHYSTB1の制
御及び処理ユニット105により実現されるユーザインターフェースにおいて、例えば、こ
のネットワークに接続されるリモートサーバにおいて、補償デバイスTV3に結合されるレ
シーバデコーダHYSTB1による補償に対する表示とともに、補償すること。
【００７７】
　－　例えば、ピクトグラム、アイコン、タイトル、タブ又はシンボルにより構成される
コンテンツアイテムCの入手可能性を示す少なくともその第2情報アイテムの仲介により(
例えば、少なくとも1つの選択オブジェクトを介して)、ユーザインターフェースにより表
現されるオーディオビジュアルコンテンツアイテムCを提案すること。
【００７８】
　－　例えば選択オブジェクトの活性化により、グラフィックインターフェース(ユーザ
インターフェース)によるユーザの選択に応答して、ネットワークBDCAST9の中継によるブ
ロードキャストの前又は後に、ネットワークBDBAND5を介して受信されるオーディオビジ
ュアルコンテンツCの全部又は一部を、レシーバデコーダデバイスHYSTB1により補償する



(16) JP 2017-508328 A 2017.3.23

10

20

30

40

50

こと。
【００７９】
　特定の実施形態によれば、ブロードバンドネットワークBDBAND5の中継によるコンテン
ツアイテムCの入手可能性を示す少なくとも1つの第1情報アイテムは、EIT及び/又は拡張E
ITタイプの記述子において、補償に対する表示とともにコンテンツアイテムに対する自由
なアクセス期間に関する情報アイテムと、入手可能にされるコンテンツアイテムに関する
情報アイテムと、この手段によるコンテンツアイテムCの入手可能性の終了に関する情報
アイテムとを有する。例えば、記述子は、適切な情報フィールドを利用することにより、
コンテンツアイテムCが、「日々のニュース番組」であること、「www.bdband.net/CDN1/c
ontent/evening_news.html」というアドレスで利用可能であること、午後8時30分から0.5
0ユーロの価格で5日間利用可能であること、そのリンクで利用可能になった後5日間が終
了するまで(同じリンクを経由する)そのアドレスでは無料で利用可能であることを示す。
【００８０】
　特定の実施形態によれば、コンテンツアイテムCの記述子の情報フィールドは、コンテ
ンツアイテムの符号化フォーマットを示すコードを含み、符号化フォーマットは、例えば
、MPEG-2、MPEG-4、H.264、WMV又はクイックタイム(Quicktime)等であるがこれらに限定
されない。変形例によれば、コンテンツアイテムCは複数のフォーマットを利用すること
が可能であり、各フォーマットにおけるコンテンツアイテムCの場所は、ブロードキャス
トネットワークBDCAST9から受信されるコンテンツアイテムCの記述子の情報フィールドで
示される。
【００８１】
　特定の実施形態によれば、レシーバデコーダHYSTB1のユーザインターフェースは、(例
えば、グラフィックインターフェースにより)選択オブジェクトを表現しない又は別様に
表現し、前提条件の存否に応じて、ユーザによるコンテンツアイテムの選択を可能にし、
その前提条件の必要性は拡張EITテーブルで受信される(コンテンツアイテムの入手可能性
を示す)情報アイテムにより示される。例えば、ブロードバンドネットワークBDBAND5から
のコンテンツアイテムの補償のための前提の権利についての支払い前では、有料コンテン
ツアイテムを表現するピクトグラムは、無償コンテンツアイテムを表現するピクトグラム
と同じ色では表現されない。
【００８２】
　別の例によれば、アクセス可能なコンテンツアイテムを表すピクトグラムは、ブロード
バンドネットワークBDBAND5から入手可能にされる時点以前では或る透明度で登場し、ブ
ロードバンドネットワークを介して入手可能にされた時点以降では不透明に(より鮮明に
及びより見やすく)登場する。
【００８３】
　本開示は、上記の実施形態に関連しているだけでなく、ハイブリッド受信デバイスにお
ける任意の方法にも関連し、その方法は、第1ネットワークを介したブロードキャストの
前又は後に、第1ネットワークを介して送信されるコンテンツ記述子タイプのテーブルで
受信される情報アイテムにより通知されるアクセス条件に応じて、例えばブロードバンド
ネットワークのような第2ネットワークの中継により、例えばブロードキャストネットワ
ークのような第1ネットワークを介してブロードキャストされるコンテンツアイテムにア
クセスすることを可能にする。
【００８４】
　本開示は、任意のハイブリッドオーディオビジュアルコンテンツ受信デバイスにも関連
し、そのデバイスは、例えばブロードキャストタイプの一方向ネットワークのような第1
ネットワーク、及び、例えばブロードバンドタイプの双方向ネットワークのような第2ネ
ットワークから受信し、上記の補償方法を実現するように構成される。
【００８５】
　特に、本開示は、オーディオビジュアルコンテンツの入手可能性の補償に適合したレシ
ーバデコーダデバイスに関連し、本デバイスは：
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　－　第1ネットワークから少なくとも1つのオーディオビジュアルコンテンツアイテムを
受信するように構成される第1通信インターフェース；及び
　－　第2ネットワークから少なくとも1つのオーディオビジュアルコンテンツアイテムを
受信するように構成される第2通信インターフェース；
　を有する。
【００８６】
　レシーバデコーダデバイスは特にプロセッサを有し、　プロセッサは：
　－　第1ネットワークを介してブロードキャストされる少なくとも1つのコンテンツアイ
テムの第2ネットワークによる入手可能性を示す少なくとも1つの第1情報アイテムを、第1
ネットワークから受信するように構成され、第1情報アイテムは：
　・　第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの場所；
　・　第1ネットワークを介するコンテンツアイテムのブロードキャストの期間とは異な
る、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能な期間；
　を少なくとも含み、
　プロセッサは、第2ネットワークを介するコンテンツアイテムの入手可能性を示す少な
くとも1つの第2情報アイテムを、レシーバデコーダデバイスのユーザインターフェースに
おいて補償し、第2情報アイテムは受信した第1情報アイテムに依存する。
【００８７】
　本開示は、プログラムがコンピュータで実行される場合に、上記の補償方法のステップ
を実行するプログラムコード命令を有する任意のコンピュータプログラムプロダクトに更
に関連する。
 
 

【図１】

【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月27日(2016.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レシーバデコーダデバイスにおいて使用されるオーディオビジュアルコンテンツの少な
くとも1つのアイテムの入手可能性を補償するための方法であって、前記レシーバデコー
ダデバイスは：
　第1ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第1通信インターフェース；
　第2ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第2通信インターフェース；
　を有し、前記方法は：
　－　第1ネットワークを介してブロードキャストされる少なくとも1つのコンテンツアイ
テムの前記第2ネットワークを介する入手可能性を示す少なくとも1つの第1情報アイテム
を、前記第1ネットワークから受信するステップであって、前記第1情報アイテムは：
　・　前記第2ネットワークにおける前記コンテンツアイテムの場所；
　・　前記第1ネットワークを介する前記コンテンツアイテムのブロードキャストの期間
とは異なる、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能な期間；
　を少なくとも含む、受信するステップ；
　－　前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能性を示す少なく
とも1つの第2情報アイテムを、前記レシーバデコーダデバイスのユーザインターフェース
において補償するステップであって、前記第2情報アイテムは受信した前記第1情報アイテ
ムに依存する、補償するステップ；
　を有する方法。
【請求項２】
　前記第1ネットワークは一方向ブロードキャストネットワークである、請求項1に記載の
方法。
【請求項３】
　前記第2ネットワークは双方向通信ネットワークである、請求項1又は2に記載の方法。
【請求項４】
　前記受信するステップは、前記第1ネットワークによる前記コンテンツアイテムのブロ
ードキャストの前及び/又は後に実行される、請求項1ないし3のうち何れか1項に記載の方
法。
【請求項５】
　前記少なくとも1つの第2情報アイテムは、前記オーディオビジュアルコンテンツのアイ
テムを選択するための少なくとも1つのオブジェクトを含む、請求項1ないし3のうち何れ
か1項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第2ネットワークを介して前記オーディオビジュアルコンテンツのアイテムの全部
又は一部を補償することを含む、請求項1ないし5のうち何れか1項に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも1つの第1情報アイテムは、前記第2ネットワークから前記コンテンツア
イテムを補償することを制限する前提条件を含む、請求項5又は6に記載の方法。
【請求項８】
　前記第2情報アイテムを表す補償は前記前提条件を考慮してなされる、請求項7に記載の
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方法。
【請求項９】
　前記場所は、前記第2ネットワークに接続されるリモートサーバにおける前記コンテン
ツアイテムに対するアクセスをもたらす少なくとも1つのリンクを含む、請求項1ないし8
のうち何れか1項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも1つの第1情報アイテムは、補償のための表示とともに前記第2ネットワ
ークの前記コンテンツアイテムへの無償アクセス期間に関する少なくとも1つの情報アイ
テムを含む、請求項1ないし9のうち何れか1項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも1つの第1情報アイテムは、関連するコンテンツアイテムと、前記第2ネ
ットワークからアクセスすることが可能なコンテンツアイテムとの関連付けに関する情報
アイテムを含む、請求項1ないし10のうち何れか1項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも第1情報アイテムは、前記第2ネットワークによる前記コンテンツアイテ
ムへのアクセスについてのコストに関する情報アイテムを含む、請求項1ないし11のうち
何れか1項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能性を表す前記少なく
とも1つの第1情報アイテムは、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの
補償の品質レベル及び/又はフォーマットに関する情報アイテムを含む、請求項1ないし12
のうち何れか1項に記載の方法。
【請求項１４】
　オーディオビジュアルコンテンツのアイテムの入手可能性を補償するように構成される
レシーバデコーダデバイスであって：
　第1ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第1通信インターフェース；
　第2ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第2通信インターフェース；
　を有し、前記レシーバデコーダデバイスはプロセッサを有し、
　－　前記プロセッサは、前記第1ネットワークを介してブロードキャストされる少なく
とも1つのコンテンツアイテムの前記第2ネットワークを介する入手可能性を示す少なくと
も1つの第1情報アイテムを、前記第1ネットワークから受信するように構成され、第1情報
アイテムは：
　・　前記第2ネットワークにおける前記コンテンツアイテムの場所；
　・　前記第1ネットワークを介する前記コンテンツアイテムのブロードキャストの期間
とは異なる、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能な期間；
　を少なくとも含み、
　－　前記プロセッサは、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手
可能性を示す少なくとも1つの第2情報アイテムを、前記レシーバデコーダデバイスのユー
ザインターフェースにおいて補償するように構成され、前記第2情報アイテムは受信した
前記第1情報アイテムに依存する、
　ことを特徴とするレシーバデコーダデバイス。
【請求項１５】
　前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能性を表す前記少なく
とも1つの第1情報アイテムは、補償のための表示とともに前記第2ネットワークの前記コ
ンテンツアイテムへの無償アクセス期間に関する少なくとも1つの情報アイテムを含む、
請求項14に記載のレシーバデコーダデバイス。
【請求項１６】
　コンピュータプログラムであって、前記コンピュータプログラムがコンピュータ実行さ



(20) JP 2017-508328 A 2017.3.23

れると、レシーバデコーダデバイスにおいて使用されるオーディオビジュアルコンテンツ
の少なくとも1つのアイテムの入手可能性を補償するための方法を実行させるプログラム
コード命令を有し、前記レシーバデコーダデバイスは：
　第1ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第1通信インターフェース；
　第2ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第2通信インターフェース；
　を有し、前記方法は：
　－　第1ネットワークを介してブロードキャストされる少なくとも1つのコンテンツアイ
テムの前記第2ネットワークを介する入手可能性を示す少なくとも1つの第1情報アイテム
を、前記第1ネットワークから受信するステップであって、前記第1情報アイテムは：
　・　前記第2ネットワークにおける前記コンテンツアイテムの場所；
　・　前記第1ネットワークを介する前記コンテンツアイテムのブロードキャストの期間
とは異なる、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能な期間；
　を少なくとも含む、受信するステップ；
　－　前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能性を示す少なく
とも1つの第2情報アイテムを、前記レシーバデコーダデバイスのユーザインターフェース
において補償するステップであって、前記第2情報アイテムは受信した前記第1情報アイテ
ムに依存する、補償するステップ；
　を有する、コンピュータプログラム。
【請求項１７】
　コンピュータプログラムが保存されているコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であっ
て、前記コンピュータプログラムは、前記コンピュータプログラムがコンピュータで実行
されると、レシーバデコーダデバイスにおいて使用されるオーディオビジュアルコンテン
ツの少なくとも1つのアイテムの入手可能性を補償するための方法を実行させるプログラ
ムコード命令を有し、前記レシーバデコーダデバイスは：
　第1ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第1通信インターフェース；
　第2ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第2通信インターフェース；
　を有し、前記方法は：
　－　第1ネットワークを介してブロードキャストされる少なくとも1つのコンテンツアイ
テムの前記第2ネットワークを介する入手可能性を示す少なくとも1つの第1情報アイテム
を、前記第1ネットワークから受信するステップであって、前記第1情報アイテムは：
　・　前記第2ネットワークにおける前記コンテンツアイテムの場所；
　・　前記第1ネットワークを介する前記コンテンツアイテムのブロードキャストの期間
とは異なる、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能な期間；
　を少なくとも含む、受信するステップ；
　－　前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能性を示す少なく
とも1つの第2情報アイテムを、前記レシーバデコーダデバイスのユーザインターフェース
において補償するステップであって、前記第2情報アイテムは受信した前記第1情報アイテ
ムに依存する、補償するステップ；
　を有する、記憶媒体。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　本開示は、プログラムがコンピュータで実行される場合に、上記の補償方法のステップ
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を実行するプログラムコード命令を有する任意のコンピュータプログラムプロダクトに更
に関連する。
　以下、実施形態に関連する付記を例示的に列挙する。
　（付記1）
　レシーバデコーダデバイスにおいて使用されるオーディオビジュアルコンテンツの少な
くとも1つのアイテムの入手可能性を補償するための方法であって、前記レシーバデコー
ダデバイスは：
　第1ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第1通信インターフェース；
　第2ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第2通信インターフェース；
　を有し、前記方法は：
　－　第1ネットワークを介してブロードキャストされる少なくとも1つのコンテンツアイ
テムの前記第2ネットワークを介する入手可能性を示す少なくとも1つの第1情報アイテム
を、前記第1ネットワークから受信するステップであって、前記第1情報アイテムは：
　・　前記第2ネットワークにおける前記コンテンツアイテムの場所；
　・　前記第1ネットワークを介する前記コンテンツアイテムのブロードキャストの期間
とは異なる、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能な期間；
　を少なくとも含む、受信するステップ；
　－　前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能性を示す少なく
とも1つの第2情報アイテムを、前記レシーバデコーダデバイスのユーザインターフェース
において補償するステップであって、前記第2情報アイテムは受信した前記第1情報アイテ
ムに依存する、補償するステップ；
　を有する方法。
　（付記2）
　前記第1ネットワークは一方向ブロードキャストネットワークである、付記1に記載の方
法。
　（付記3）
　前記第2ネットワークは双方向通信ネットワークである、付記1又は2に記載の方法。
　（付記4）
　前記受信するステップは、前記第1ネットワークによる前記コンテンツアイテムのブロ
ードキャストの前及び/又は後に実行される、付記1ないし3のうち何れか1項に記載の方法
。
　（付記5）
　前記少なくとも1つの第2情報アイテムは、前記オーディオビジュアルコンテンツのアイ
テムを選択するための少なくとも1つのオブジェクトを含む、付記1ないし3のうち何れか1
項に記載の方法。
　（付記6）
　前記第2ネットワークを介して前記オーディオビジュアルコンテンツのアイテムの全部
又は一部を補償することを含む、付記1ないし5のうち何れか1項に記載の方法。
　（付記7）
　前記少なくとも1つの第1情報アイテムは、前記第2ネットワークから前記コンテンツア
イテムを補償することを制限する前提条件を含む、付記5又は6に記載の方法。
　（付記8）
　前記第2情報アイテムを表す補償は前記前提条件を考慮してなされる、付記7に記載の方
法。
　（付記9）
　前記場所は、前記第2ネットワークに接続されるリモートサーバにおける前記コンテン
ツアイテムに対するアクセスをもたらす少なくとも1つのリンクを含む、付記1ないし8の
うち何れか1項に記載の方法。
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　（付記10）
　前記少なくとも1つの第1情報アイテムは、補償のための表示とともに前記第2ネットワ
ークの前記コンテンツアイテムへの無償アクセス期間に関する少なくとも1つの情報アイ
テムを含む、付記1ないし9のうち何れか1項に記載の方法。
　（付記11）
　前記少なくとも1つの第1情報アイテムは、関連するコンテンツアイテムと、前記第2ネ
ットワークからアクセスすることが可能なコンテンツアイテムとの関連付けに関する情報
アイテムを含む、付記1ないし10のうち何れか1項に記載の方法。
　（付記12）
　前記少なくとも第1情報アイテムは、前記第2ネットワークによる前記コンテンツアイテ
ムへのアクセスについてのコストに関する情報アイテムを含む、付記1ないし11のうち何
れか1項に記載の方法。
　（付記13）
　前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能性を表す前記少なく
とも1つの第1情報アイテムは、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの
補償の品質レベル及び/又はフォーマットに関する情報アイテムを含む、付記1ないし12の
うち何れか1項に記載の方法。
　（付記14）
　オーディオビジュアルコンテンツのアイテムの入手可能性を補償するように構成される
レシーバデコーダデバイスであって：
　第1ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第1通信インターフェース；
　第2ネットワークからオーディオビジュアルコンテンツの少なくとも1つのアイテムを受
信するように構成される第2通信インターフェース；
　を有し、前記レシーバデコーダデバイスはプロセッサを有し、
　－　前記プロセッサは、前記第1ネットワークを介してブロードキャストされる少なく
とも1つのコンテンツアイテムの前記第2ネットワークを介する入手可能性を示す少なくと
も1つの第1情報アイテムを、前記第1ネットワークから受信するように構成され、第1情報
アイテムは：
　・　前記第2ネットワークにおける前記コンテンツアイテムの場所；
　・　前記第1ネットワークを介する前記コンテンツアイテムのブロードキャストの期間
とは異なる、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能な期間；
　を少なくとも含み、
　－　前記プロセッサは、前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手
可能性を示す少なくとも1つの第2情報アイテムを、前記レシーバデコーダデバイスのユー
ザインターフェースにおいて補償するように構成され、前記第2情報アイテムは受信した
前記第1情報アイテムに依存する、
　ことを特徴とするレシーバデコーダデバイス。
　（付記15）
　前記第2ネットワークを介する前記コンテンツアイテムの入手可能性を表す前記少なく
とも1つの第1情報アイテムは、補償のための表示とともに前記第2ネットワークの前記コ
ンテンツアイテムへの無償アクセス期間に関する少なくとも1つの情報アイテムを含む、
付記14に記載のレシーバデコーダデバイス。
　（付記16）
　コンピュータプログラムであって、前記コンピュータプログラムがコンピュータ実行さ
れると、付記1ないし13のうち何れか1項に記載の補償するための方法を実行させるプログ
ラムコード命令を有するコンピュータプログラム。
　（付記17）
　コンピュータプログラムが保存されているコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であっ
て、前記コンピュータプログラムは、前記コンピュータプログラムがコンピュータで実行
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されると、付記1ないし13のうち何れか1項に記載の補償するための方法を実行させるプロ
グラムコード命令を有する、記憶媒体。
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